
------9月29日------

※ 今週のアウトルック（9/29～10/3）

　先週は、レジスタンスラインに阻まれて一進一退、あるいは円高気味に推移した通貨ペアが、

多かったようです。

　テクニカル的に調整を示唆する通貨ペアが多く、このところ続いていた円安の小休止を迎える

状況となっています。

　今週は週末に米国雇用統計を控え、結果を待ってから動く可能性が強くなるように思いますが、

その前のADP雇用統計や新規失業保険申請件数などの結果により、フライング的に大きく動く

可能性もあるように思います。

　先週ドル円は、109.5円付近のレジスタンスを突破できず、足踏み状態が続いています。

今週も、週末に米国雇用統計の発表を控え動きづらい状況となりそうですが、

その前のADP雇用統計や新規失業保険申請件数などの結果が予想と大きく食い違った場合には、

一度大きく動いてしまう可能性もあるように思います。

また、非農業部門雇用者数の予想が、大きく改善される数値が示されているため。

予想に満たない場合には、一度大きくドル売りが入る可能性もあるように思います。

　米ドル円の予想レンジは107円から112円です。

　ユーロドルは、1.28付近のサポートラインを完全に割ってしまっています。

このため、1.2付近までの下落リスクが拡大しています。

今週、下げ止まる様子がない場合には、かなり下落リスクが高まるように思います。

　ユーロ円も136円付近までの下落は、覚悟しておいたほうが良いかもしれません。

　ユーロ円の予想レンジは135.5円から140円です。

　ポンドドルは1.62から1.63付近で余談を許さない状況が続いています。

ポンド円も一度174円付近まで調整する可能性が、幾分高まっているように思います。

　ポンド円の予想レンジは174円から179円です。

　今週は、最終的には米国雇用統計の結果に大きく左右されそうですが、

テクニカル的には、もう一段調整が入る可能性が高まっているように思います。
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